
「 おおいた教育の日」 エッ セー

【 小学校低学年の部】 最優秀賞
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「 ねえね！ど ど め、 食べよ う ！」

　 今日も ３ さ いの妹が、 木のみを 見つけて、 わたし は、 と っ てあげた。

　 わたし は大分市中心ぶに住んでいる 。 上のと いう と こ ろ だ。 学校にかよ う のに、 すご く 遠く て、 近く に

すんでいる 人がう ら やま し く なる 時がある 。 それに、 車がと おれない山みちを 一人で歩く のが、 と き ど き

つら い。

　 今年の７ 月のと ても あつい日。 学校から 帰っ ている と 、 き ゅ う にすずし く かんじ た。 森のし げみのおか

げだっ た。 森の木たちが、「 あつかっ たでし ょ ？」 と でむかえてる みたいで、 ひかげですずし く し てく れ

ている んだなと 思っ た。

　 森には、 いろ いろ なも のがある 。 かなへび、 セミ の合し ょ う 、 赤く かがやく ぐ みのみ、 水に入れてふる

と 石けん水になる ム ク ロ ジ、 ヨ モギ。 こ の森はほいく えんのさ んぽでよ く 来ていたから 、 森のし ょ く ぶつ

を 見る と 、 そのワ ク ワ ク を 思い出す。

　 春（ と いっ ても ま ださ むいこ ろ ）には、 よ も ぎの新めを つんで、 すり こ ぎですっ て、 よ も ぎも ちを つく っ

たり 、 いろ いろ なはっ ぱで、 ほかけぶねやワ ッ ペン を つく っ たり し てたく さ んあそんだ。

　 森を ぬけ、 学校へむかう ど う ろ に出る と 、 じ めんがあつく てあつく て、 く る し く なる 。 ずっ と 森のよ う

な道だっ たら いいのになと も 思う 。

　 お母さ んのふる さ と のく すには、 たく さ んのし ぜんがのこ っ ている 。 でも 、 大分市はたく さ んのたても

のができ 、 みど り がと ても すく ない。 わたし は、 大人になっ た時、 みど り の森や川、 歌っ ている よ う な小

鳥たちがいっ ぱいの大分にし たい。

　 こ れから も 、 し ぜんを よ く かんさ つし たり 虫たちを そだてたり し て、 いろ いろ なこ と を 学んで大人にな

り たい。
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